



























［ 論 文 ］
（四）　アムステルダム総会への参加


































事に選んだ。Visser’t Hooft, Die Welt war meine Gemeinde, 1972, S.105.



















 3 M. Greschat（Hg.）, Die Schuld der Kirche, Dokumente und Reflexionen zur Stuttgarter Schulderk-
lärung vom 18./19. Oktober 1945, 1982, S.29f.　『覚書』は 1943年 7月 5～11日にシグトゥナで開催予
定であった暫定委員会（復興作業における教会の責任が協議される予定であった）のために用意さ
れたもの。イギリス・スウェーデン間の飛行機が運航せず委員会は延期されやがて中止されたので
加盟教会の主だった人々に秘密文書として送付された。Vgl., A. Boyens, S.241ff.





交わりに言及することから手紙を書き始めている。M. Greschat（Hg.）, ibid., S.17-18, 25-26.












































 8 Ibid., S.29.





































すること」。A. Boyens, ibid., S.247.
14 この時フィッセルト・ホーフトはボンヘッファーが殺された（4月 9日）ことをまだ知らなかった。







































































































督ヴルムの呼びかけ（1945年 6月）に応じ，8月 27～ 31日ヘッセン州トライザで領邦
教会監督らを集めて戦後ドイツ教会の再建のための会議，教会指導者会議が開かれた。告
白教会の帝国兄弟評議委員会はフランクフルトの協議をへて 10人の代表者をトライザに
送り込んだ。その中にバルトも入っていた。会議は教会の名称を Deutsche Evangelische 

















































22 M. Greschat （Hg.）, ibid., S.68.






































問題外である」という発言と関連しているものであろう。Clemens Vollnhals（Bearb.）, Die evange-
lische Kirche nach dem Zusammenbruch, Berichte ausländischer Beobachter aus dem Jahre 1945, S.125-
129, vgl., S.36, Anm. 3.参照，ディートマール ･ シュミット『マルティン・ニーメラー』（雨宮訳）
196-197頁。






































に見出すことはありません」。M. Greschat（Hg.）, ibid., S.101.
26 M. Greschat （Hg.）, ibid., S.86.
27 K. Barth, Bericht über eine Deutschlandreise, 19.8. bis 4.9.1945, erstattet an die Organisation X der 










































29 Thomas Herwig, Karl Barth und die Ökumenische Bewegung, Das Gespräch zwischen Karl Barth und 
Willem Adolf Visser’t Hooft auf der Grundlage ihres Briefwechsels, 1998, S.113f.　同様の見方はアスムッ
センがカンタベリー大主教に宛てた手紙（1945年 6月 16日付）にすでに見られる，「すべてのドイ
ツ人の罪責について語りうるのはただ悪魔的熱狂について知っている者だけだ」。M. Greschat（Hg.）, 
ibid., S.60, 67.　宮田光雄『カール・バルト ─ 神の愉快なパルチザン』2015年，135頁以下参照。




























31 M. Greschat（Hg.）, ibid., S.69.
32 フランクフルト，トライザと重要な会議に参加しバーゼルに戻ったバルトは，シュトゥットガル




































ドイツ福音主義教会評議員会は，1945年 10月 18～ 19日の会議において世界教会協
議会代表の方々を歓迎する。われわれがこの御訪問をいっそう感謝したいのは，われ
33 A. Boyens, ibid., S.241-250, 262f, 273-289.　A. Lindt （Hg.）, George Bell - Alphons Koechlin, Brief-
wechsel 1933-1954, 1969, S.425-441. 
































































0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
，我々の国民同胞によって全ヨーロッパにまたヨーロッパの外
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
の諸国に対しても限りない苦難がもたらされたことを


































































0 0 0 0 0 0 0 0 0
，われわれは
0 0 0 0 0
告白する
0 0 0 0
。われわれによって
0 0 0 0 0 0 0 0
，限りない苦難が多くの諸国民や諸国の上にもたらされたこ
























40 Vgl., O. Dibelius, Ein Christ ist immer im Dienst, 1961.


























































 （2016年 1月 14日）















動を吟味し，自分たちの罪責を問うべく促したのである」。Visser’t Hooft, ibid., S.233. 
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